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東京清掃労働組合退職者会機関紙

学習交流会
■開催日　９月９日（金）
　　　　　　　13 時 30 分開会
■会　場　清掃会館地下ホール
■テーマ　参議院選挙の結果と、平和
　　　　　運動の課題
　　　　　講師：藤本泰成さん
　　　　　　　　（平和フォーラム共同代表）
　　　　※学習会終了後、懇親会

レンゲショウマの花

　

７
月
10
日
に
投
開
票
さ
れ
た
参

議
院
選
挙
の
結
果
、
自
公
与
党
は

「
改
選
議
席
の
過
半
数
」を
上
回
り
、

お
お
さ
か
維
新
等
補
完
勢
力
を
加

え
れ
ば
、
衆
参
両
議
会
で
改
憲
発

議
に
必
要
な
３
分
の
２
議
席
を
超

え
ま
し
た
。
憲
法
改
悪
の
危
機
が

現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
基
地
や
原
発
被
害
に

苦
し
む
沖
縄
と
福
島
で
は
安
倍
政

治
は
明
確
に
否
定
さ
れ
、
市
民
の

力
に
よ
り
結
実
し
た
１
人
区
の
野

党
共
闘
は
一
定
の
成
果
を
上
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
鹿
児
島
県
知
事
選

で
は
脱
原
発
を
掲
げ
た
三
反
園
氏

が
現
職
を
破
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
都
知
事
選
で
は
既
成
政

党
の
枠
を
外
れ
た
小
池
百
合
子
が

圧
勝
し
ま
し
た
。
小
泉
劇
場
・
民

主
党
の
政
権
奪
取
・
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
戦
略
と
共
通
す
る
既
成
勢
力
＝

既
得
権
を
叩
く
イ
メ
ー
ジ
選
挙
に

よ
る
勝
利
で
す
。

　

参
議
院
選
挙
と
都
知
事
選
の
結

果
を
ど
う
見
る
か
、
安
倍
政
権
は

何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、

平
和
運
動
サ
イ
ド
の
課
題
は
何
か
、

市
民
と
し
て
の
私
た
ち
は
何
を
す

べ
き
か
な
ど
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

共
同
代
表
の
藤
本
さ
ん
か
ら
お
話

を
伺
い
ま
す
。
９
月
９
日
の
学
習

交
流
会
に
是
非
参
加
く
だ
さ
い
。

９.９学習交流会
参議院選後の日本はど
こへ向うのか？平和と民
主主義を手放さないた
めに何をすべきなのか？戦争ＮＯ！

原発ＮＯ！
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秋の親睦旅行
◎テーマ　東洋のグランドキャニオン
　　　　　「大源太キャニオン」と
　　　　　当間高原の旅
◎旅行日　11 月６日（日）～８日（火）
◎宿　泊　リゾートホテルベルナティオ
◎主な観光先
　１日目：大源太キャニオン、三国街道塩沢宿
　２日目：長岡市もみじ園、西福寺開山堂
　３日目：日本三秘境「秋山郷」
◎会　費　44,000 円（参加者 25 名基準）

秋のフィールドワーク
●テーマ　江戸文化と戊辰戦争戦跡
●開催日　10 月６日（木）10 時
　　　　　上野公園集合（詳細は後日）
●企　画　上野公園はワンダーランド。
　　　　　ボランティアガイドの案内で、
　　　　　上野公園の江戸文化や戊辰戦
　　　　　争・彰義隊の名残りを訪ねる。

歩こう会９月のウォーク
●テーマ　初秋の鎌倉周遊
●開催日　９月 13 日（火）10 時
　　　　　鎌倉駅集合
●企　画　隠れた萩の名寺など扇ガ谷の古刹
　　　　　や名井を訪ね、源氏山と銭洗弁天
　　　　　をめぐる小さな旅。
　　　　　静かな穴場ウォーキングです。

東洋のグランドキャニオン
「大源太」と当間高原の旅

９月１３日（火）

鎌倉・銭洗弁天

歩こう会・鎌倉ウォーク

江戸の昔からワンダー
ランド・上野公園は秘
密がいっぱい

秋をみんなで楽しみませんか

１０月６日（木）

１１月６日（日）～８日（火）

大源太キャニオン（イメージ）

上野寛永寺清水堂
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７
月
21
日
に
都
庁
退
・
親
睦
交

流
会
が
開
催
さ
れ
、
清
掃
か
ら
庄

司
会
長
以
下
５
名
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
訪
問
先
は
足
利
市
の「
史

跡
足
利
学
校
」と
国
宝「
鑁
阿
寺（
ば

ん
な
じ
）」。
再
建
さ
れ
た
日
本
最

古
の
学
校
・
足
利
学
校
は
、
室
町

か
ら
戦
国
時
代
に
関
東
の
最
高
学

府
だ
っ
た
こ
と
を
し
の
ば
せ
、
国

宝
の
本
堂
等
ど
っ
し
り
と
し
た
建

築
物
が
並
ぶ
隣
の
鑁
阿
寺
と
あ
わ

せ
て
、
足
利
の
街
の
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
を
象
徴
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
は
館
林
市
の
「
田
中
正
造
記

念
館
」。
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
と
、

解
決
の
た
め
闘
っ
た
田
中
正
造
や

地
域
の
人
々
を
顕
彰
す
る
貴
重
な

ち
上
が
り
、
東
京
大
押
出
し
（
大

行
進
）
や
直
訴
な
ど
を
行
な
い
ま

し
た
。
反
公
害
闘
争
の
原
点
で
す
。

　

昼
食
後
、
渡
良
瀬
遊
水
地
へ
。

洪
水
予
防
調
整
池
で
す
が
、
沈
め

ら
れ
た
谷
中
村
廃
村
跡
で
も
あ
り

ま
す
。広
大
な
遊
水
地
は
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
野
鳥
の
宝

庫
、
大
湿
原
は
歩
い
て
も
歩
い
て

も
ヨ
シ
原
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
車
内
で
自
己
紹
介
と
退
職

者
会
へ
の
意
気
込
み
を
語
り
合
い
、

和
や
か
さ
と
一
体
感
が
生
ま
れ
、

最
後
に
久
喜
市
の
百
観
音
温
泉
で

汗
を
流
し
ま
し
た
。
歴
史
を
訪
ね

先
人
の
闘
い
や
教
え
に
触
れ
た
楽

し
い
バ
ス
の
旅
で
し
た
。（
押
田
）

　

毎
月
19
日
の
定
例
行
動
「
戦
争
法
廃

止
！
安
倍
内
閣
退
陣
！
国
会
議
員
会
館

前
集
会
」
が
、
７
月
19
日
に
開
催
さ
れ
、

土
砂
降
り
の
雨
に
も
関
わ
ら
ず
４
千
人

を
超
え
る
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

集
会
に
、
鳥
越
俊
太
郎
都
知
事
選
野

党
統
一
候
補
が
参
加
し
、「
東
京
を
非
核

都
市
宣
言
の
首
都
に
し
た
い
」
と
発
言

し
て
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

参
院
選
の
結
果
、
改
憲
勢
力
が
３
分

の
２
を
占
め
る
事
態
に
な
り
ま
し
た
が
、

集
会
参
加
者
は
意
気
軒
昂
。
土
砂
降
り

の
雨
に
も
負
け
ず
、「
安
倍
即
時
退
陣
」

の
コ
ー
ル
を
続
け
ま
し
た
。
退
職
者
会

は
10
名
参
加
。
自
治
労
や
全
労
協
に
も

注
目
さ
れ
る
勢
力
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

６
月
25
日
に
、
東
京
ド
ー
ム
ボ
ウ
ル

で
東
京
清
掃
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
開
催

さ
れ
、
各
地
連
な
ど
17
チ
ー
ム
68
名
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
退
職
者
会

は
戸
張
さ
ん
、
柳
さ
ん
、
馬
鳥
さ
ん
、

吉
田
さ
ん
が
参
加
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
み

ん
な
久
し
ぶ
り
、
？
年
ぶ
り
の
人
も
い

て
、
勝
負
を
度
外
視
し
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
終
了
後
、清
掃
会
館
地
下
ホ
ー

ル
に
移
動
し
表
彰
式
と
懇
親
会
。
柳
さ

ん
が
ブ
ー
ビ
ー
賞
。
狙
っ
て
取
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
も
若
い
仲

間
と
の
交
流
で
元
気
を
も
ら
い
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

資
料
が
展
示
さ
れ
、
詳
し
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

恵
み
の
川
・
渡
良
瀬
川
が

鉱
毒
で
死
の
川
と
な
り
、
遊

水
地
建
設
の
た
め
谷
中
村
全

村
が
沈
め
ら
れ
る
等
多
大
な

犠
牲
に
対
し
、国
会
議
員
だ
っ

た
田
中
正
造
や
農
民
た
ち
が

体
を
張
っ
た
実
力
闘
争
に
立

田中正造記念館前にて

東京清掃ボウリング大会

旧
足
利
学
校
と
田
中
正
造
の
足
跡
訪
問

都
庁
退
連
合
第
13
回
親
睦
交
流
会

土砂降りの雨に打たれても
４千人で「安倍退陣」コール
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昭
和
運
輸
不
当
解
雇
撤
回
闘
争

支
援
共
闘
会
議
は
、「
昭
和
運
輸
に

よ
り
不
当
解
雇
さ
れ
た
３
名
の
清

掃
・
非
正
規
労
働
者
の
解
雇
撤
回
・

職
場
復
帰
」
の
要
請
行
動
支
援
の

た
め
、
７
月
12
日
に
昭
和
運
輸
本

社
前
で
集
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
集
会
に
は
、
支
援
共
闘
構

成
組
織
の
自
治
労
都
本
部
、
東
京

清
掃
、
公
共
清
掃
労
組
を
は
じ
め
、

葛
飾
区
職
労
、
全
国
一
般
東
部
労

組
、
水
摩
葛
飾
区
議
、
解
雇
さ
れ

た
当
該
労
働
者
等
約
70
名
が
参
加
、

各
労
組
代
表
か
ら
「
不
当
解
雇
さ

れ
た
３
名
の
清
掃
・
非
正
規
労
働

者
の
解
雇
撤
回
・
職
場
復
帰
に
む

け
て
支
援
共
闘
と
と
も
に
闘
う
」

と
い
う
決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
東
京
清
掃
の
坂
本

副
執
行
委
員
長
は
、「
清
掃
事
業

は
住
民
の
生
活
環
境
を
守
る
公
共

サ
ー
ビ
ス
だ
。
そ
の
清
掃
事
業
に

携
わ
っ
て
い
る
労
働
者
へ
の
違
法

な
不
当
解
雇
は
、
事
業
者
と
し
て

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
放
棄
す
る
も
の

で
あ
り
断
じ
て
許
せ
な
い
。
東
京

清
掃
は
、
同
じ
清
掃
労
働
者
で
あ

る
３
名
の
職
場
復
帰
に
向
け
て
闘

う
決
意
だ
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

支
援
共
闘
は
、
昭
和
運
輸
に
対

し
て
、「
不
当
解
雇
さ
れ
た
３
名
の

清
掃
・
非
正
規
労
働
者
の
解
雇
撤

回
・
職
場
復
帰
の
要
請
文
」
を
、

当
日
不
在
の
社
長
に
渡
す
こ
と
を

約
束
さ
せ
、
３
名
の
職
場
復
帰
に

む
け
て
の
不
退
転
の
闘
う
決
意
を

内
外
に
示
し
ま
し
た
。（
宮
本
）

　

６
月
26
日
、
清
掃
労
働
者
の
狭

山
現
地
調
査
が
、
暑
さ
に
め
げ
ず

今
年
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

53
年
前
の
５
月
、
埼
玉
県
狭
山

市
で
起
き
た
狭
山
事
件
。
女
子
高

校
生
殺
人
の
犯
人
と
し
て
被
差
別

部
落
出
身
の
石
川
一
雄
さ
ん
が
逮

捕
さ
れ
、
一
審
死
刑
、
二
審
無
期

懲
役
の
判
決
を
受
け
、
以
来
無
実

を
叫
び
続
け
闘
っ
て
い
ま
す
が
、

い
ま
だ
に
「
殺
人
犯
」
の
レ
ッ
テ

ル
は
張
ら
れ
た
ま
ま
で
す
。

　

狭
山
差
別
裁
判
に
関
わ
り
、
東

京
清
掃
と
清
掃
・
人
権
交
流
会
が

「
不
当
解
雇
撤
回
、
３
名
の
職
場
復
帰
」

を
求
め 

昭
和
運
輸
本
社
前
７
・
12
集
会

昭
和
運
輸
不
当
解
雇
撤
回
闘
争
⑸

昭和運輸（後ろの建物）社前で要請行動
（写真は自治労都本部市川氏提供）

20年連続狭山の現地調査

組
織
的
に
狭
山
現
地
調
査
を
始
め

て
20
年
。
毎
年
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
清
掃
・
人
権
交
流
会

の
呼
び
か
け
で
参
加
し
た
市
民
を

含
め
27
名
、
退
職
者
会
か
ら
４
名
。

午
前
中
、
部
落
解
放
同
盟
都
連
松

島
副
委
員
長
か
ら
闘
い
の
経
過
と

提
起
を
受
け
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
。
そ

し
て
早
智
子
さ
ん
一
雄
さ
ん
の
順

に
じ
っ
く
り
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

早
智
子
さ
ん
は
、
参
院
選
の
投

票
券
が
一
雄
さ
ん
に
は
来
な
い
こ

と
か
ら
話
し
始
め
、
就
職
差
別
に

会
い
出
身
を
隠
し
て
い
た
が
、
部

落
解
放
闘
争
に
出
会
い
石
川
さ
ん

の
獄
中
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
触

れ
て
大
き
く
解
き
放
た
れ
た
こ
と
、

一
雄
さ
ん
は
獄
中
で
の
文
字
獲
得

に
い
か
に
刑
務
官
が
協
力
し
て
く

れ
た
か
、
刑
務
官
家
族
の
献
身
的

な
援
助
や
今
も
続
く
支
援
の
姿
を

感
謝
を
込
め
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

27
名
の
参
加
者
は
、ウ
ソ
の
「
自

白
」
に
沿
っ
た
現
地
調
査
で
警
察
・

検
察
の
で
っ
ち
上
げ
を
し
っ
か
り

体
感
し
、
事
実
調
査
こ
そ
第
三
次

再
審
の
カ
ギ
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。

　

部
落
差
別
を
許
さ
ず
、
冤
罪
狭

山
事
件
の
全
面
解
決
を
目
指
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。（
押
田
）


